










< 30 ] 
ま目えリ だ 俊とし 之田
博 士(工 学)
第 1 3 302 号
平成 9 年 5 月 16 日































































合成した固体状，ガラス状，液状フッ化ピッチのX線回折， ESCA，熱分析，質量分析， NMR 分析結果に基づいて，
固体状，液状フッ化ピッチの分子構造モデルを検討した。固体状フッ化ピッチは，糸状(鎖状)構造をなす PTFE と
は異なって，原料ピッチに由来した炭素六員環を基本骨格とした平面状分子が層状構造をもつことを示した。また，
携水性溶媒可溶性，加熱溶融性，蒸着性などの測定結果に基づき，フッ化ピッチが他のフッ素系樹脂に比べて蒸着性
に優れていること，水に対する接触角が140度以上もあり極めて優れた携水性を有することを明らかにした。さらに，
このようなフッ化ピッチの特性を生かした用途開発研究を行い，フッ化ピッチの真空蒸着膜が感湿度特性を有してい
ること，また，金属とフッ化ピッチ微粒子を共析させる複合メッキによって金属表面に超携水性を付与することが可
能であることを見出している。この他に，超携水性やフッ素系溶媒への可溶性，透明性を利用した用途に関する研究
結果もまとめている。
以上のように，新規な物質であるフッ化ピッチの構造と物性を反応条件と関連させて研究し，学術的に興味ある新
しい結果を得てその成果を機能性材料開発に発展させた本諭文は，フッ素に関する反応工学，材料工学の研究分野の
発展に寄与するところが大であり，工学博士の学位論文として価値があるものと認める。
